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　議員提案により次の意見書案が提出され、原案のとおり可決し、関係機関に意見書を提出しました。
◆日米物品貿易協定交渉に関する要望意見書
　　日米物品貿易協定交渉は、ＴＰＰ水準を交渉のベースとしていますが、米国政府の強硬姿勢によっ
て、更なる高い水準での農畜産物関税の削減・撤廃等を求められる恐れがあることから、毅然とした
姿勢を貫き、安易な農畜産物関税協議は行わないこと。

議決した意見書

◆
議
会
傍
聴
の
き
っ

か
け
は
？

　

地
元
の
議
員
の
一

般
質
問
と
行
政
側
の

答
弁
を
一
度
聴
い
て

み
よ
う
と
思
い
傍
聴

し
ま
し
た
。

◆
傍
聴
し
た
感
想
は

　

自
然
災
害
時
の
対

応
に
つ
い
て
の
質
疑

は
、
訓
子
府
町
で
も

あ
り
得
る
こ
と
な
の

で
、
大
事
だ
と
思
い

ま
し
た
。

◆
議
会
に
望
む
こ
と

は
？

　

人
口
減
少
や
災
害

へ
の
備
え
、
対
応
な

ど
町
の
課
題
は
さ
ま

ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、

町
民
代
表
と
し
て
今

ま
で
同
様
が
ん
ば
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
さ
れ
た

方
に
感
想
を
聞
い
て

み
ま
し
た

平成30年 定例会12月 12月11日～12日まで

平成30年度一般会計補正予算については、原案のとおり可決されました。

　歳入歳出予算に1,374万９千円を追加し、総

額を58億3,046万６千円としました。

■歳出内容

【総務費】

○高齢者ハイヤー利用サービス業務の委託料と

して

355万３千円を追加

【民生費】

○国民年金システム改修に関する経費として

73万円を追加

【衛生費】

○葬斎場維持管理業務の委託料として

27万円を追加

【農業費】

○営農集団等の馬鈴薯やてん菜等の省力作業機

械等の導入補助として

183万円を追加

○農家後継者への補助として

120万円を追加

○台風21号で被害のあった農機具格納庫等の復

旧費補助として

161万８千円を追加

○特別栽培や有機農業に取り組む農業者への交

付金として

211万５千円を追加

【教育費】

○訓小スクールバンドの全道リコーダーコンテ

ストへの参加に係る引率者・児童派遣費への

補助として

32万２千円を追加

○スポーツセンター落成記念事業費等として

284万円を追加

○語学指導助手に関する経費から

72万９千円を減額

一般会計

議
案
第
54
号

ス
ポ
ー
ツ
器
具
購
入
事

業
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

建
設
に
伴
う
ス
ポ
ー

ツ
器
具
等
の
取
得
に
つ
い

て
議
会
の
同
意
を
求
め
ら

れ
た
が
、契
約
金
額
の
２
，

０
５
６
万
６
，
４
４
０
円

が
予
定
価
格
と
同
額
と
な

っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

12
月
５
日
に
７
社

に
よ
る
入
札
を
行

っ
た
が
不
落
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
２
回
目
入
札

を
し
た
が
こ
れ
も
不
落

と
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
地
方
自

治
法
施
行
令
１
６
７
条

の
２
第
１
項
第
８
号
の

規
定
に
よ
り
随
意
契
約

を
し
た
こ
と

に
よ
る
。

質 

疑 

応 

答

ＱＡ
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　議員提案により次の意見書案が提出され、原案のとおり可決し、関係機関に意見書を提出しました。
◆日米物品貿易協定交渉に関する要望意見書
　　日米物品貿易協定交渉は、ＴＰＰ水準を交渉のベースとしていますが、米国政府の強硬姿勢によっ
て、更なる高い水準での農畜産物関税の削減・撤廃等を求められる恐れがあることから、毅然とした
姿勢を貫き、安易な農畜産物関税協議は行わないこと。

議決した意見書

◆
議
会
傍
聴
の
き
っ

か
け
は
？

　

地
元
の
議
員
の
一

般
質
問
と
行
政
側
の

答
弁
を
一
度
聴
い
て

み
よ
う
と
思
い
傍
聴

し
ま
し
た
。

◆
傍
聴
し
た
感
想
は

　

自
然
災
害
時
の
対

応
に
つ
い
て
の
質
疑

は
、
訓
子
府
町
で
も

あ
り
得
る
こ
と
な
の

で
、
大
事
だ
と
思
い

ま
し
た
。

◆
議
会
に
望
む
こ
と

は
？

　

人
口
減
少
や
災
害

へ
の
備
え
、
対
応
な

ど
町
の
課
題
は
さ
ま

ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、

町
民
代
表
と
し
て
今

ま
で
同
様
が
ん
ば
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
さ
れ
た

方
に
感
想
を
聞
い
て

み
ま
し
た

条
例
の
制
定
等

※
原
案
可
決

◆
訓
子
府
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

施
設
の
建
て
替
え
に
伴

い
、
条
例
を
全
部
改
正
し

ま
し
た
。

◆
訓
子
府
町
認
定
こ
ど
も

園
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
等
の
施
行
に
伴

い
、
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

◆
財
産
の
取
得

　

ス
ポ
ー
ツ
器
具
等
を
㈱

小
柳
中
央
堂
か
ら
購
入
す

る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し

ま
し
た
。

○
契
約
金
額
２
，
０
５
６

万
６
，
４
４
０
円

◆
町
道
路
線
の
廃
止
及
び

認
定

　

末
広
団
地
南
３
条
線
道

路
整
備
に
伴
い
、
本
路
線

の
起
終
点
が
変
更
に
な
る

こ
と
か
ら
、
既
路
線
を
廃

止
し
、
新
た
に
町
道
認
定

し
ま
し
た
。

報　
　

告

※
報
告
了
承

□
出
納
検
査
結
果
報
告

　

監
査
委
員
か
ら
10
月
か

ら
12
月
ま
で
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
に
つ
い
て
例
月
出
納

検
査
を
実
施
し
た
結
果
、

出
納
事
務
は
適
法
に
行
わ

れ
、
異
状
な
い
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

討　
　

論

◆
議
案
第
51
号

　

一
般
会
計
補
正
予
算

※
挙
手
採
決　

賛
成
８
名

　

反
対
１
名
（
余
湖
議
員
）

　

▼
反
対
▲

余
湖
議
員
：
一
般
会
計
補

正
予
算
の
う
ち
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
の
こ
け
ら
落

と
し
事
業
に
つ
い
て
、
種

目
の
選
考
過
程
や
行
事
の

内
容
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
が
不
十
分
だ
と
思
う
。

到
底
総
額
２
８
０
万
円

使
っ
て
町
民
に
理
解
を
得

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

▼
賛
成
▲

山
田
議
員
：
こ
け
ら
落
と

し
は
普
段
、
町
民
が
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を

披
露
し
て
も
ら
い
み
ん
な

で
祝
う
も
の
だ
と
思
う
。

選
考
過
程
に
若
干
不
十
分

な
部
分
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
総
体
的
に

理
解
で
き
る
。

堤　

議
員
：
団
体
を
招
致

す
る
経
費
で
あ
り
町
民
に

説
明
で
き
る
。
選
考
の
仕

方
は
も
う
少
し
検
討
あ
っ

て
も
よ
か
っ
た
が
、
基
本

的
に
は
納
得
し
た
。

◆
議
案
第
52
号

　

訓
子
府
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

※
挙
手
採
決　

賛
成
８
名

　

反
対
１
名
（
堤
議
員
）

　

▼
反
対
▲

堤　

議
員
：
喫
煙
に
つ
い

て
公
民
館
の
対
策
も
な
っ

て
お
ら
ず
、
法
令
化
さ
れ

て
い
る
か
ら
条
例
で
規
定

し
な
く
て
も
よ
い
と
の
話

だ
が
、
町
民
の
健
康
増
進

の
た
め
の
施
設
で
も
あ
り
、

施
設
外
禁
煙
と
付
記
し
た

条
例
を
作
っ
て
も
ら
い
た

い
。

　

▼
賛
成
▲

山
田
議
員
：
上
位
法
で
定

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
趣

旨
に
基
づ
き
実
施
す
れ
ば

よ
い
。
公
民
館
の
状
況
も

解
消
し
た
い
と
の
説
明
も

あ
り
、
条
例
は
こ
の
ま
ま

で
よ
い
と
思
う
。

平成30年 定例会12月 12月11日～12日まで

平成30年度一般会計補正予算については、原案のとおり可決されました。

　歳入歳出予算に1,374万９千円を追加し、総

額を58億3,046万６千円としました。

■歳出内容

【総務費】

○高齢者ハイヤー利用サービス業務の委託料と

して

355万３千円を追加

【民生費】

○国民年金システム改修に関する経費として

73万円を追加

【衛生費】

○葬斎場維持管理業務の委託料として

27万円を追加

【農業費】

○営農集団等の馬鈴薯やてん菜等の省力作業機

械等の導入補助として

183万円を追加

○農家後継者への補助として

120万円を追加

○台風21号で被害のあった農機具格納庫等の復

旧費補助として

161万８千円を追加

○特別栽培や有機農業に取り組む農業者への交

付金として

211万５千円を追加

【教育費】

○訓小スクールバンドの全道リコーダーコンテ

ストへの参加に係る引率者・児童派遣費への

補助として

32万２千円を追加

○スポーツセンター落成記念事業費等として

284万円を追加

○語学指導助手に関する経費から

72万９千円を減額

一般会計
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住
環
境
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
運
用
法
等
の
見
直
し
は

事
業
効
果
が
あ
り
、
制
度
存
続
と
内
容
見
直
し
も

町
長

あなたのご意見をお寄せください。

一 般 質 問
一般質問の記事は、各議員が音声データを基にして書き上げたものを掲載しています。

後
援
会
と
協
議
し
前
向
き
に
検
討

町
長

次
期
町
長
選
出
馬
の
考
え
は

一般質問の記事掲載について
一般質問の記事については、一質問者につき２問までを掲載し、内容を要約しています。
その他の質問事項や詳しい内容については、会議録をご覧ください。
会議録は図書館に備えつけてあります。ホームページ（http://www.town.kunneppu.hokkaido.jp/gikai/）
にも掲載しております。
なお、会議録公開については、議会終了後３か月程度の期間を要します。

菊
池
町
政
３
期
12

年
の
任
期
も
残
り
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
に
６
千
人
だ
っ

た
人
口
が
、
つ
い
に
５
千

人
を
切
り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
率
も
37
％
と
な

り
、
ま
す
ま
す
少
子
・
高

齢
化
、
過
疎
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
政
策
を
進
め
て
こ

ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
課
題
に
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
は
困
難
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
菊
池
町
政
12

年
を
ど
う
総
括
し
残
さ
れ

た
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ま
す
か
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
平

成
31
年
４
月
に
行
わ
れ
る

統
一
地
方
選
挙
の
町
長
選

挙
に
出
馬
さ
れ
る
お
考
え

が
あ
り
ま
す
か
。

私
は
「
訓
子
府
の

底
力
で
ふ
る
さ
と
の
未
来

を
ひ
ら
く
」
た
め
に
「
町

民
こ
そ
が
主
役
」
で
「
町

民
福
祉
の
増
進
を
図
る
」

こ
と
を
基
本
理
念
に
町
政

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

町
民
自
治
へ
の
参
加
、

参
画
を
制
度
化
す
る
「
訓

子
府
町
ま
ち
づ
く
り
町
民

参
加
条
例
」
「
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議
条
例
」
を
次

期
議
会
へ
提
案
す
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

11
月
末
に
人
口
が
５
千

人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。

30
年
後
に
は
、
３
千
人
を

割
り
込
む
こ
と
も
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
全
国
に

は
人
口
５
０
０
人
を
下
回

る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　

住
民
が
ま
ち
づ
く
り
に

積
極
的
に
参
加
、
参
画
す

る
小
さ
い
か
ら
こ
そ
で
き

る
自
治
の
仕
組
み
、
実
践

が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

産
業
、
特
に
基
幹
産
業

を
発
展
さ
せ
、
教
育
・
福

祉
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を

根
幹
と
し
て
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
国
に
よ
る
制
度

改
正
や
地
域
課
題
が
散
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
町
民
参
加

条
例
・
財
政
見
通
し
の
樹

立
・
第
４
期
農
業
基
盤
整

備
を
は
じ
め
、
図
書
館
や

消
防
庁
舎
の
建
設
な
ど
懸

案
事
項
が
山
積
し
て
い
ま

す
。

　

後
援
会
役
員
に
も
相
談

し
、
４
期
目
立
候
補
に
向

け
て
前
向
き
に
検
討
し
ま

す
。

こ
の
先
、
人
口
が

３
千
人
、
４
千
人
を
切
る

こ
と
が
あ
っ
て
も
こ
こ
に

住
む
人
が
い
る
限
り
、
安

心
し
て
暮
せ
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

首
長
が
変
わ
る
度
に
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
が
変
わ
る

の
で
は
安
心
し
て
暮
ら
せ

ま
せ
ん
。
町
政
の
持
続
性

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。行

政
は
連
続
し
て

こ
そ
意
味
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
政
を
目
指
し
て
課
題

に
向
き
合
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
４
年
間

課
題
解
決
と
と
も
に
、
次

に
託
せ
る
よ
う
な
人
づ
く

り
も
大
き
な
責
任
で
は
。

こ
れ
か
ら
４
年
間

で
志
を
持
っ
た
人
が
出
て

く
る
と
確
信
し
て
い
ま
す

が
、
課
題
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
意

見
と
し
て
お
聞
き
し
ま
す
。

河
端

河
端

河
端

町
長

町
長

町
長

河 端 議 員

 



5

住
環
境
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
運
用
法
等
の
見
直
し
は

事
業
効
果
が
あ
り
、
制
度
存
続
と
内
容
見
直
し
も

町
長

あなたのご意見をお寄せください。

さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
実
施
し
て
も
、
つ
い
に

人
口
５
千
人
を
割
り
、
転

入
者
や
定
住
者
を
増
や
す

実
効
性
の
あ
る
施
策
が
今

こ
そ
必
要
だ
。
民
間
提
案

型
住
宅
整
備
事
業
の
目
的
、

成
果
、
今
後
の
課
題
は
。

定
住
促
進
は
山
田

議
員
も
言
う
実
効
性
の
あ

る
施
策
が
必
要
だ
。
住
宅

不
足
の
顕
在
化
を
早
期
解

決
の
た
め
本
事
業
を
実
施
。

　

初
め
て
北
見
市
内
の
情

報
誌
に
町
の
情
報
も
掲
載

し
募
集
し
た
。
町
外
か
ら

４
世
帯
が
入
居
、
施
策
の

方
向
性
に
一
致
し
て
い
る
。

　

一
方
、
間
取
り
や
家
賃

等
の
対
応
も
検
討
課
題
と

し
て
感
じ
た
。

入
居
家
庭
の
元
住

所
、
家
族
人
数
、
選
考
経

過
は
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

３
世
帯
、
上
川
管
内
１
世

帯
、
町
内
が
４
世
帯
。

　

全
て
夫
婦
世
帯
で
全
体

で
成
人
17
名
、
未
就
学
児

７
名
の
計
24
名
。
９
件
の

応
募
で
選
考
委
員
会
に
よ

り
８
世
帯
を
決
定
し
た
。

民
間
提
案
型
の
長

所
は
「
安
価
な
事
業
費
」

と
「
民
間
的
で
斬
新
な
ア

イ
デ
ア
」
と
思
う
が
、
実

際
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

「
工
期
が
短
い
」

な
ど
の
長
所
も
あ
り
、
事

業
費
は
普
通
よ
り
70
～
75

％
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

そ
れ
ほ
ど
削
減
さ

れ
る
か
疑
問
だ
が
、
安
く

な
る
理
屈
は
分
か
る
。
た

だ
、
１
社
応
募
で
選
定
委

員
会
の
評
価
点
が
百
点
換

算
で
67
点
は
低
く
、
80
点

は
必
要
で
な
か
っ
た
か
。

１
社
で
比
較
が
な

く
採
点
し
に
く
く
、
項
目

毎
に
「
よ
い
10
点
」
「
普

通
６
点
」
「
悪
い
３
点
」

で
評
価
し
た
の
で
、
67
点

と
い
う
平
均
点
に
な
っ
た
。

本
事
業
の
評
価
の

結
果
、
今
後
の
同
事
業
や

類
似
事
業
の
実
施
は
。

人
口
対
策
は
転
出

等
の
社
会
減
抑
制
が
問
わ

れ
る
。
議
員
指
摘
の
「
町

の
魅
力
」
を
発
信
し
、
転

入
者
増
に
つ
な
げ
た
い
。

　

選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
標

に
さ
ま
ざ
ま
な
住
環
境
整

備
も
検
討
す
る
必
要
を
感

じ
る
。

住
環
境
の
改
善
と

商
工
業
振
興
を
兼
ね
た
住

環
境
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
は

有
効
で
す
が
、
一
層
の
事

業
効
果
を
目
指
し
て
予
算

や
運
用
法
の
見
直
し
は
。

本
事
業
は
８
年
間

実
施
し
事
業
効
果
を
も
た

ら
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

制
度
存
続
と
内
容
検
討
の

時
期
に
来
て
い
る
と
思
う
。

申
請
も
多
く
い
い

事
業
だ
が
、
事
業
費
４
百

万
円
や
助
成
限
度
額
20
万

円
の
増
額
な
ど
運
用
法
も

見
直
し
、
多
様
な
住
民
ニ

ー
ズ
を
把
握
す
べ
き
で
は
。

30
年
度
で
一
区
切

り
の
事
業
だ
が
、
議
員
も

評
価
す
る
よ
う
に
効
果
が

あ
り
、
事
業
名
や
内
容
を

見
直
し
た
い
。
事
業
者
の

商
工
会
と
も
ニ
ー
ズ
把
握

等
は
協
議
、
検
討
す
る
。

冬
期
間
の
お
年
寄

り
の
生
活
支
援
を
優
先
の

高
齢
者
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
内
容
充
実
は
。

高
齢
者
や
病
弱
な

障
が
い
者
の
緊
急
避
難
路

確
保
で
実
施
し
て
い
る
。

当
面
は
現
行
実
施
と
し
、

地
域
の
支
え
合
い
に
も
期

待
し
た
い
。

敷
地
内
で
冬
の
生

活
を
す
る
に
は
緊
急
避
難

の
幅
１
・
５
ｍ
の
一
本
道

で
は
日
常
生
活
に
危
険
が

多
い
。

　

お
年
寄
り
個
々
の
状
況

に
応
じ
て
少
し
で
も
柔
軟

な
対
応
を
今
冬
か
ら
で
き

な
い
も
の
か
。

後
退
で
は
な
く
前

進
さ
せ
る
方
向
で
検
討
す

る
時
期
に
は
き
て
い
る
。

一 般 質 問
一般質問の記事は、各議員が音声データを基にして書き上げたものを掲載しています。

後
援
会
と
協
議
し
前
向
き
に
検
討

町
長

次
期
町
長
選
出
馬
の
考
え
は

一般質問の記事掲載について
一般質問の記事については、一質問者につき２問までを掲載し、内容を要約しています。
その他の質問事項や詳しい内容については、会議録をご覧ください。
会議録は図書館に備えつけてあります。ホームページ（http://www.town.kunneppu.hokkaido.jp/gikai/）
にも掲載しております。
なお、会議録公開については、議会終了後３か月程度の期間を要します。

山
田

山
田

山
田

山
田

山
田

山
田

山
田

山
田

山
田

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

本町で初めて建設された民間提案型住宅

山 田 議 員
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全
て
の
把
握
は
難
し
い
側
面
が
あ
る

町
長

社
会
的
孤
立
状
態
に
あ
る
人
の
実
態
把
握
は

「
静
寿
園
」存
続
の
た
め
の
町
の
支
援
策
は

自
主
運
営
を
基
本
と
し
て
状
況
判
断

町
長

当
面
は
現
在
の
陣
容
で
事
業
を
進
め
て
い
く

農
業
委
員
会
会
長

後
継
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
は

人
工
透
析
患
者
へ
の
交
通
費
助
成
は

助
成
制
度
を
前
向
き
に
検
討

町
長

担
い
手
対
策
協
議

会
の
事
業
で
、
パ
ー
ト
ナ

ー
事
業
、
実
習
生
受
入
事

業
、
婚
活
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
今
の
対
策

で
農
業
後
継
者
対
策
は
良

い
の
か
伺
い
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

で
は
カ
ッ
プ
ル
激
励
会
や

Ｊ
Ａ
青
年
部
が
実
施
す
る

交
流
会
へ
の
支
援
、
結
婚

し
て
間
も
な
い
女
性
対
象

の
座
談
会
、
農
業
青
年
を

対
象
と
し
た
講
演
会
・
研

修
会
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
農
業
体
験
畑
作
実
習

生
の
受
け
入
れ
事
業
を
行

っ
て
き
て
い
る
。
婚
活
事

業
で
は
過
去
２
回
の
イ
ベ

ン
ト
に
お
い
て
、
お
互
い

連
絡
を
取
り
合
う
「
カ
ッ

プ
ル
」
は
数
組
ず
つ
誕
生

し
て
お
り
今
後
の
推
移
を

見
守
り
た
い
が
こ
の
事
業

は
に
わ
か
に
成
果
を
表
わ

す
こ
と
が
難
し
い
部
分
も

あ
り
ま
す
。
本
協
議
会
の

婚
活
事
業
も
始
め
た
ば
か

り
な
の
で
、
現
段
階
で
は

温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

専
属
の
相
談
員（
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
を
置

く
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

協
議
会
で
は
婚
活

事
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
て
お
り
、
農
業

担
い
手
の
対
象
者
の
年
齢

構
成
や
考
え
方
に
も
幅
が

あ
り
ま
す
が
、
年
上
の
方

を
優
先
し
た
事
業
展
開
を

進
め
て
い
る
関
係
も
あ
り
、

担
い
手
相
談
員
の
委
嘱
に

あ
た
っ
て
は
農
業
の
お
か

れ
て
い
る
事
情
に
詳
し
い

先
輩
農
業
者
６
名
に
お
願

い
し
て
い
る
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
当
面
は
こ
の
陣

容
で
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
拓
か
ら
現
在
ま

で
４
～
５
代
目
と
な
る
世

代
で
配
偶
者
が
い
な
い
た

め
離
農
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
は
な
く
さ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
仲
間
が
少

な
く
な
っ
た
ら
農
業
は
成

り
立
た
な
く
な
る
。
ペ
ア

リ
ン
グ
が
成
立
し
人
口
が

少
し
ず
つ
で
も
増
え
る
と

今
ま
で
投
じ
て
来
た
こ
ど

も
園
、
青
少
年
研
修
館
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
彫

刻
等
の
整
備
が
よ
り
生
き

て
く
る
と
思
う
。
一
組
の

カ
ッ
プ
ル
で
２
億
円
の
経

済
効
果
を
町
に
も
た
ら
す

こ
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、

ぜ
ひ
専
属
相
談
員
の
配
置

を
考
え
て
み
る
べ
き
と
思

う
が
町
長
に
伺
い
ま
す
。

専
門
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
置
く
こ
と

は
か
な
り
色
々
な
角
度
か

ら
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
色
々
な
課
題
は

更
生
医
療
に
該
当

す
る
腎
臓
機
能
障
害
を

も
っ
た
町
民
の
方
々
９
名

が
人
工
透
析
治
療
を
受
け

る
た
め
隣
り
の
北
見
市
の

病
院
に
通
院
し
て
い
ま
す
。

人
工
透
析
患
者
へ
の
交
通

費
助
成
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。北

海
道
の
「
腎
臓

機
能
障
が
い
者
通
院
交
通

費
助
成
補
助
金
」
に
よ
り

補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
本
町
か
ら
北

見
市
の
医
療
機
関
の
距
離

で
は
助
成
の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
本
町

の
患
者
さ
ん
全
員
が
障
害

者
手
帳
を
所
有
し
て
い
ま

す
の
で
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
多
く
の
交
通
機
関
で

割
引
の
対
象
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
本
町
独
自
の

制
度
と
し
て
、
腎
臓
機
能

障
が
い
者
の
通
院
に
は

「
訓
子
府
町
身
体
障
害
者

交
通
費
助
成
事
業
実
施
要

綱
」
に
基
づ
き
一
か
月
３

回
分
の
タ
ク
シ
ー
基
本
料

金
か
、
一
か
月
千
円
分
の

車
両
燃
料
代
相
当
額
と
し

て
助
成
し
て
い
ま
す
。

訓
子
府
か
ら
の
通

院
も
高
齢
に
よ
り
車
の
運

転
が
困
難
と
な
り
や
む
な

く
北
見
市
、
札
幌
市
な
ど

へ
の
移
住
を
考
え
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
話
を
聞
き

ま
す
が
、
何
と
か
方
法
は

な
い
で
す
か
。

65
歳
以
上
で
自
家

用
車
を
所
持
し
て
い
な
い

世
帯
で
あ
れ
ば
、
月
２
回

利
用
で
き
る
「
移
送
サ
ー

ビ
ス
」
や
75
歳
以
上
の
方

で
あ
れ
ば
「
路
線
バ
ス
高

齢
者
利
用
支
援
事
業
」
と

「
高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー
利
用

サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
も
併
用

し
て
利
用
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
他
の
市
町
村
の
状
況

も
み
て
今
後
ど
こ
ま
で
タ

ク
シ
ー
利
用
を
み
れ
る
か
、

特
定
疾
患
の
よ
う
な
助
成

が
で
き
る
か
ど
う
か
前
向

き
に
、
早
急
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

西
森

西
森

西
森

西
森

西
森

会
長

会
長

町
長

町
長

町
長

西 森 議 員

あ
る
が
国
の
制
度
的
な
こ

と
も
視
野
に
相
談
員
や
関

係
者
と
農
業
後
継
者
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
含
め
て
総
合

的
に
検
討
し
た
い
。
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全
て
の
把
握
は
難
し
い
側
面
が
あ
る

町
長

社
会
的
孤
立
状
態
に
あ
る
人
の
実
態
把
握
は

「
静
寿
園
」存
続
の
た
め
の
町
の
支
援
策
は

自
主
運
営
を
基
本
と
し
て
状
況
判
断

町
長

当
面
は
現
在
の
陣
容
で
事
業
を
進
め
て
い
く

農
業
委
員
会
会
長

後
継
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
対
策
は

人
工
透
析
患
者
へ
の
交
通
費
助
成
は

助
成
制
度
を
前
向
き
に
検
討

町
長

潜
在
的
な
ひ
き
こ

も
り
の
方
も
い
る
の
で
、

そ
う
い
う
調
査
も
必
要
か

と
思
う
が
、
１
つ
１
つ
事

例
を
選
択
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

そ
の
家
族
が
抱
え

る
悩
み
や
生
活
困
窮
者
へ

の
相
談
体
制
と
そ
の
実
績

は
。

本
町
で
把
握
し
て

い
る
「
ひ
き
こ
も
り
」
と

思
わ
れ
る
人
は
家
族
と
同

居
し
て
い
て
親
の
収
入
に

頼
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
生
活
は
厳
し
い
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
親
亡
き

後
の
生
活
自
立
の
不
安
も

大
き
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

　

家
族
か
ら
相
談
を
受
け

た
り
、
民
生
委
員
か
ら
の

情
報
が
あ
っ
た
場
合
、
保

健
師
や
生
活
保
護
窓
口
と

連
携
し
支
援
方
法
を
検
討

す
る
。

　

今
年
度
は
北
海
道
ひ
き

こ
も
り
成
年
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
の
相
談
に
つ
な
げ

た
ケ
ー
ス
が
１
件
、
１
人

暮
ら
し
を
始
め
て
就
労
支

援
に
つ
な
げ
た
ケ
ー
ス
が

１
件
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

へ
の
入
居
に
つ
な
げ
た

ケ
ー
ス
が
１
件
あ
っ
た
。

今
後
に
向
け
た
地

域
福
祉
の
あ
り
方
を
住
民

参
加
の
中
で
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
考
え
か
。

今
後
に
向
け
て
は

社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
民
生
委
員
と

連
携
し
、
住
民
参
加
を
募

り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
同

様
努
め
て
い
き
た
い
。

開
設
か
ら
間
も
な

く
30
年
に
な
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
静
寿
園
」

は
、
町
民
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
施
設
と
思

う
。
平
成
26
年
に
増
床
し

た
も
の
の
、
そ
の
後
の
介

護
報
酬
の
改
定
や
人
件
費

の
増
、
今
後
の
施
設
改
修

も
含
め
て
厳
し
い
運
営
状

況
に
あ
る
が
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。

時
間
の
経
過
と
と

も
に
基
金
が
減
少
し
経
営

状
況
は
悪
化
し
て
い
て
、

非
常
に
危
惧
を
抱
い
て
い

る
。
11
月
９
日
に
静
寿
園

か
ら
「
経
営
診
断
報
告

書
」
を
い
た
だ
い
た
の
で

内
容
を
確
認
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
経
営

改
善
に
向
け
た
協
議
の
経

過
と
今
後
の
町
と
し
て
の

支
援
策
は
。

こ
れ
ま
で
訓
子
府

福
祉
会
の
理
事
長
及
び
施

設
長
か
ら
、
運
営
費
補
助

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
担

当
者
レ
ベ
ル
で
協
議
を
重

ね
て
い
る
。

　

今
後
の
支
援
策
は
、
静

寿
園
と
し
て
検
討
す
べ
き

こ
と
や
取
り
組
む
べ
き
こ

と
を
、
静
寿
園
内
部
の
職

員
と
も
十
分
な
検
討
を

少
子
高
齢
化
が
進

む
今
、
地
域
住
民
に
よ
る

支
え
合
い
や
助
け
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
が
そ
の
地

域
福
祉
の
充
実
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
、
各
地
域
に

お
け
る
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、

社
会
的
な
孤
立
状
態
に
あ

る
人
の
実
態
把
握
は
。

「
ひ
き
こ
も
り
」

に
は
い
ろ
い
ろ
な
背
景
が

あ
る
の
で
、
全
て
の
把
握

は
難
し
い
側
面
が
あ
る
。

津
別
町
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
平
成
27
年
８

月
か
ら
12
月
ま
で
、
地
域

に
お
け
る
「
ご
近
所
つ
き

あ
い
に
関
す
る
調
査
」
を

し
て
い
る
が
、
担
当
課
と

し
て
の
感
想
は
。

西
山

西
山

西
山

西
山

西
山

西
山

行
っ
て
い
た
だ
き
、
福
祉

保
健
課
の
担
当
と
協
議
を

行
な
う
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

　

静
寿
園
は
、
訓
子
府
福

祉
会
が
設
立
以
来
自
ら
が

運
営
す
る
こ
と
を
基
本
に

こ
れ
ま
で
運
営
し
て
き
て

い
る
の
で
、
そ
の
自
主
運

営
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

行
政
と
し
て
ど
こ
ま
で
支

援
す
べ
き
か
、
状
況
を
判

断
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

もうすぐ開設30年になる静寿園

西 山 議 員
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訓
子
府
町
地
域
防
災
計
画
を
基
本
に
進
め
る

町
長

想
定
外
の
自
然
災
害
発
生
時
の
対
応
は

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
の
研
究
、
研
修
支
援
は

ス
マ
ー
ト
農
業
研
修
会
を
継
続
開
催
す
る

町
長

ス
マ
ー
ト
農
業
と
は

　

ス
マ
ー
ト
は
「
賢

い
」
の
意
味
。
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
や
情
報
通

信
技
術
を
活
用
す
る

こ
と
で
農
業
の
労
働

力
不
足
を
補
い
、
ま

た
農
作
業
の
効
率
化
・

省
力
化
・
高
品
質
化

を
実
現
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

法
人
の
理
解
を
い
た
だ
き
早
期
に
実
施
し
た
い

町
長

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
負
担
軽
減
へ
の
対
応
は

発
達
支
援
事
業
の
成
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か

情
緒
面
や
社
会
性
の
育
ち
に
つ
な
が
っ
て
い
る

教
育
長

発
達
支
援
事
業
と
は

　

子
ど
も
の
精
神
発

達
に
応
じ
た
子
育
て

支
援
や
親
の
育
児
不

安
の
軽
減
、
子
育
て

支
援
に
関
わ
る
職
員

の
資
質
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
美

幌
療
育
病
院
や
子
ど

も
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
「
き
ら
り
」
と
連
携

し
、
作
業
療
法
士
や

言
語
聴
覚
士
な
ど
専

門
職
員
を
派
遣
し
て

も
ら
い
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

低
所
得
で
生
計
が

困
難
な
方
を
対
象
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
社
会
福

祉
法
人
は
、
利
用
者
負
担

金
を
25
％
軽
減
で
き
る
と

の
こ
と
だ
が
、
こ
の
こ
と

に
ど
う
対
応
し
て
い
る
の

か
。

社
会
福
祉
法
人
に

よ
る
利
用
者
負
担
軽
減
事

業
に
つ
い
て
は
、
社
会
福

祉
法
人
で
あ
る
「
訓
子
府

福
祉
会
」
に
数
年
前
よ
り

打
診
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
を
実
施
す
る

に
は
軽
減
対
策
と
な
る
自

己
負
担
額
の
４
分
の
１
が

軽
減
額
と
な
り
、
対
象
者

の
保
険
給
付
に
係
る
総
額

の
１
％
と
、
そ
の
１
％
を

除
い
た
軽
減
額
の
２
分
の

１
の
額
を
社
会
福
祉
法
人

が
負
担
す
る
こ
と
か
ら
理

解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　

北
海
道
か
ら
の
指
示
も

あ
り
、
法
人
の
理
解
を
い

た
だ
き
な
が
ら
早
期
に
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
進
め
方
と

し
て
は
「
静
寿
園
」
の
経

営
状
況
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
中
で
、
そ
の
点

も
含
め
て
「
静
寿
園
」
と

の
協
議
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
て
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
な
い
か
。

こ
れ
か
ら
の
「
静

寿
園
」
運
営
に
関
わ
る
具

体
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
示
し

て
も
ら
う
こ
と
が
第
一
段

階
。
そ
の
う
え
で
、
介
護

保
険
制
度
を
超
え
て
、
町

と
し
て
の
介
護
政
策
を
ど

う
進
め
る
か
が
近
々
に
求

め
ら
れ
て
く
る
。

　

次
期
を
担
う
町
長
に

と
っ
て
避
け
て
通
れ
な
い

問
題
と
考
え
て
い
る
。

要
介
護
度
４
あ
る

い
は
５
で
特
別
な
介
護
が

必
要
な
方
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
庭
の
場
合
、

「
特
別
障
害
者
手
当
（
月

　

他
の
市
町
村
と

同
様
、
本
町
に
お
い
て
も

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
園
児
や
児
童
・
生
徒
が

増
え
て
き
て
い
る
状
況
の

な
か
「
認
定
こ
ど
も
園
」

で
の
発
達
支
援
事
業
の
取

り
組
み
や
小
・
中
学
校
に

お
い
て
の
特
別
支
援
教
育

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

美
幌
療
育
病
院
と
の
連
携

を
は
じ
め
と
す
る
発
達
支

額
２
万
６
，
８
１
０
円
）
」

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
対
応
は
。

改
め
て
申
請
に
お

け
る
内
容
を
確
認
し
、
内

部
で
協
議
し
た
結
果
、
周

知
が
必
要
と
判
断
し
た
の

で
、
広
報
な
ど
に
よ
り
周

知
し
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
も
情
報
提
供
し

て
い
き
た
い
。

援
事
業
の
成
果
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

発
達
の
遅
れ
や

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の

特
性
に
応
じ
た
療
育
指
導

に
よ
り
、
一
人
一
人
に

あ
っ
た
丁
寧
な
支
援
の
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、

子
ど
も
の
情
緒
面
や
社
会

性
の
育
ち
に
つ
な
が
り
、

作
業
療
法
士
な
ど
専
門
の

職
員
と
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
な
ど
に
よ
り
、
保
護
者

や
関
係
機
関
の
情
報
共
有

が
図
ら
れ
、
子
育
て
支
援

に
関
わ
る
職
員
の
知
識
や

技
術
の
向
上
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

一
連
の
取
り
組
み

の
中
で
、
今
後
に
向
け
て

の
課
題
は
な
い
か
。

高
い
専
門
性
を

持
つ
職
員
の
確
保
が
困
難

で
あ
る
こ
と
や
病
院
の
受

診
に
お
い
て
は
、
近
隣
地

域
に
専
門
医
療
機
関
が
少

な
く
直
ぐ
に
は
受
診
で
き

な
い
な
ど
の
状
況
が
あ
る
。

　

一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
専
門
機
関

と
の
連
携
は
も
と
よ
り
、

保
健
部
門
、
教
育
委
員
会

及
び
関
係
機
関
、
家
庭
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
の
密
接

な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充

実
に
、
今
後
に
お
い
て
も

努
め
て
い
き
た
い
。

工
藤

町
長

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

工 藤 議 員

工
藤

工
藤

工
藤

工
藤
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訓
子
府
町
地
域
防
災
計
画
を
基
本
に
進
め
る

町
長

想
定
外
の
自
然
災
害
発
生
時
の
対
応
は

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
の
研
究
、
研
修
支
援
は

ス
マ
ー
ト
農
業
研
修
会
を
継
続
開
催
す
る

町
長

ス
マ
ー
ト
農
業
と
は

　

ス
マ
ー
ト
は
「
賢

い
」
の
意
味
。
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
や
情
報
通

信
技
術
を
活
用
す
る

こ
と
で
農
業
の
労
働

力
不
足
を
補
い
、
ま

た
農
作
業
の
効
率
化
・

省
力
化
・
高
品
質
化

を
実
現
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

農
業
は
従
事
者
の

減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、

規
模
拡
大
と
経
営
の
効
率

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
次
世

代
農
業
を
目
指
す
ス
マ
ー

ト
農
業
導
入
へ
の
研
究
・

研
修
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

家
族
労
働
力
主
体

の
農
業
経
営
で
は
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
の
活
用
は
、

大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
ま
す
。
通
信
網
の
整
備

が
遅
れ
て
お
り
、
政
調
会

に
お
い
て
整
備
の
予
算
を

要
望
し
て
い
ま
す
。
北
見

農
試
や
ホ
ク
レ
ン
実
証
農

場
と
連
携
し
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
研
修
会
を
継
続
開

催
と
と
も
に
、
導
入
支
援

は
補
助
事
業
の
活
用
を
検

討
し
ま
す
。
労
働
力
の
負

担
軽
減
、
設
備
投
資
の
抑

制
が
図
ら
れ
、
労
働
力
不

足
や
経
営
の
改
善
等
に
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

法
人
の
理
解
を
い
た
だ
き
早
期
に
実
施
し
た
い

町
長

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
負
担
軽
減
へ
の
対
応
は

発
達
支
援
事
業
の
成
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か

情
緒
面
や
社
会
性
の
育
ち
に
つ
な
が
っ
て
い
る

教
育
長

発
達
支
援
事
業
と
は

　

子
ど
も
の
精
神
発

達
に
応
じ
た
子
育
て

支
援
や
親
の
育
児
不

安
の
軽
減
、
子
育
て

支
援
に
関
わ
る
職
員

の
資
質
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
美

幌
療
育
病
院
や
子
ど

も
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
「
き
ら
り
」
と
連
携

し
、
作
業
療
法
士
や

言
語
聴
覚
士
な
ど
専

門
職
員
を
派
遣
し
て

も
ら
い
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

近
年
、
想
定
外
の

自
然
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
を
始
め
、
発
生
す
る

豪
雨
・
豪
雪
や
降
ひ
ょ
う

の
自
然
災
害
は
広
範
囲
に

わ
た
り
想
定
外
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
自
然

災
害
発
生
の
現
実
を
見
据

え
、
町
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
対
策
を
伺
い
ま
す
。

自
然
災
害
対
策
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
町

の
対
応
は
、
訓
子
府
町
地

域
防
災
計
画
を
基
本
に
進

め
ま
す
。
今
回
の
大
規
模

停
電
を
例
に
概
要
を
申
し

上
げ
る
と
、
停
電
発
生
直

後
に
職
員
登
庁
・
情
報
収

集
、
窓
口
業
務
継
続
作

業
・
災
害
本
部
立
ち
上
げ
、

パ
ト
ロ
ー
ル
出
動
、
給
水

確
保
、
自
主
避
難
所
開
設

な
ど
町
、
消
防
、
警
察
な

ど
と
連
携
し
て
の
対
応
に

努
め
ま
し
た
。

　

課
題
と
し
て
は
、
想
定

を
超
え
る
災
害
の
対
策
は
、

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で

ど
こ
ま
で
想
定
し
、
ど
の

よ
う
に
備
え
る
か
、
そ
の

見
極
め
が
課
題
で
す
。

　

厳
冬
期
に
起
き
た
場
合
、

生
命
に
関
わ
る
こ
と
か
ら

日
頃
か
ら
必
要
な
備
え
や

避
難
行
動
な
ど
危
機
管
理

意
識
の
向
上
も
課
題
で
す
。

気
象
変
動
に
よ
る

自
然
災
害
も
気
象
予
報
に

よ
り
あ
る
程
度
、
予
知
・

予
測
が
可
能
で
あ
り
ま
す
。

行
政
は
町
民
の
生
命
を
守

る
施
策
を
求
め
ら
れ
ま
す

が
災
害
発
生
時
、
第
一
に

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

て
、
よ
り
身
近
な
地
域
で

防
災
意
識
を
高
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
町
の
防
災
訓
練

に
立
ち
会
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
人
的
災
害
発
生

時
の
問
題
点
の
洗
い
出
し
、

一
段
と
精
度
の
高
い
防
災

対
策
を
望
み
ま
す
が
考
え

を
伺
い
ま
す
。

災
害
は
想
定
が
出

来
な
い
の
が
現
状
で
す
。

耐
震
の
検
査
を
し
て
震
度

５
強
で
倒
壊
す
る
施
設
は

特
に
子
ど
も
た
ち
の
学
校

関
係
に
つ
い
て
は
、
早
急

に
耐
震
補
強
を
し
ま
し
た
。

学
校
で
は
子
ど
も
の
防
災

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
も

震
度
５
強
で
倒
壊
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
、

避
難
所
と
し
て
重
要
な
役

割
を
持
つ
の
で
、
建
て
替

え
の
決
断
を
し
ま
し
た
。

学
校
の
避
難
所
は
学
校
を

開
く
の
で
、
い
つ
ま
で
も

利
用
で
き
な
い
。
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
や
社
会
教
育

施
設
は
、
町
民
の
安
全
な

の
危
機
意
識
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
厳
冬
期
に
お
い

て
は
、
特
に
避
難
行
動
な

ど
、
町
民
の
高
い
危
機
意

識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
町

民
の
危
機
意
識
や
防
災
意

識
を
高
め
る
た
め
行
政
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺

い
ま
す
。町

民
の
「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
」
の
周

知
は
訓
子
府
町
防
災
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
全

戸
配
布
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
災
害
種
別
の
指
定

避
難
所
と
浸
水
時
の
避
難

経
路
を
示
し
て
い
ま
す
。

地
域
自
主
防
災
活
動
で
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

現
在
町
内
で
自
主
防
災
組

織
の
結
成
を
促
し
て
い
ま

す
。
現
在
８
組
織
が
出
来

て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
組

織
を
広
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
主
的
な
活
動
を
促
し

避
難
施
設
と
し
て
有
効
的

な
施
設
で
あ
り
建
設
さ
れ

良
か
っ
た
と
考
え
ま
す
。

避
難
所
で
必
要
な
物
は
、

ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン
、
ベ

ッ
ト
で
す
。
発
電
機
を
含

め
防
災
器
具
の
購
入
、
ベ

ッ
ト
の
補
強
も
行
い
ま
す
。

全
町
的
対
応
を
重
点
に
置

き
最
善
を
尽
く
し
ま
す
。

須
河

須
河

町
長

町
長

須
河

須
河

町
長

須 河 議 員

町
長 
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平成30年第４回定例会　賛否の公表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：賛成、×：反対※上原議員は議長のため採決に加わっていません。
※各議案の採決で、異議なく原案可決されたものは、全員賛成したものとして表記しています。

第51号

第52号

第53号

第54号

第55号

第56号

第57号

平成30年度訓子府町一般会計補正予算
【内容】高齢者ハイヤー利用サービス業務の委託料、
スポーツセンター落成記念事業費など

訓子府町スポーツセンター設置条例の全部を改正
する条例の制定
【内容】建て替えに伴い条例を全部改正

訓子府町認定こども園条例等の一部を改正する条例の制定
【内容】子ども・子育て支援法施行令の一部を改正す
る政令等の施行に伴い条例を改正

財産の取得
【内容】スポーツセンターで使用するスポーツ器具等
を購入するもの

町道路線の廃止
【内容】末広団地南３条線道路整備に伴うもの

町道路線の認定
【内容】末広団地南３条線道路整備に伴うもの

平成30年度訓子府町一般会計補正予算
【内容】語学指導助手に関する経費

議件番号 議　　　　　　件　　　　　　名

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

結
果

×

○

○

○

○

○

○

余
湖

○

○

○

○

○

○

○

川
村

○

○

○

○

○

○

○

西
森

○

×

○

○

○

○

○

堤

○

○

○

○

○

○

○

西
山

○

○

○

○

○

○

○

工
藤

○

○

○

○

○

○

○

須
河

○

○

○

○

○

○

○

河
端

○

○

○

○

○

○

○

山
田

―

―

―

―

―

―

―

上
原

議会モニターからの意見議会モニターからの意見
　５名の議会モニターから「議会だより（11月１
日発行の９月議会の199号）」と「議会ホームペー
ジ」について出された意見を紹介します。

◆認定、報告は大事なことだとは理解するが、もう少しコンパクトにしたら読みやすい◆一般質問で議員の

質問、答えを簡潔にするのは難しいのか◆質疑応答はホームページで見るなど議会だよりとホームページの

役割を分担することで議会と議員のことを知って、興味を持ってもらうことが議会だよりの役目だと思った

◆議員が一般質問を終えて返答に対してどう思ったかの感想があればいいと思う◆議会報告会について、

議員が町民の元へ足を運んで生の声を聞くような形にはできないか◆研修の内容をもっと見てみたい◆外

部研修も大事だがもっと町民の声を聞く活動も行ってほしい◆質問内容に多くの町民の声を反映してほし

い◆もう少し詳しく他のモニターの意見を見たい◆一般会計補正予算について「主な歳出」と断りながらも

書かれている金額が少ない◆国に返還した金額を企画財政課で知ったが表示の仕方に工夫が必要◆一般質

問の題字を見ても興味が沸かない◆縦文字より横文字の方が読みやすい◆免許証の自主返納は簡単な問題

ではないので議員のみんなでもっと前に進めてほしい

議会だよりについて

◆議会インターネット中継は考えているのか◆ホームページが更新されていないのでは◆議会報告会の記

事が掲載されていない◆文章途中の改行はブラウザや表示の設定により見難い場合があるので気をつけて

ほしい◆ほとんどPDFへのリンクとなっており、ある程度の内容の概略をそのままページを開いて一目で

分かるようにしては◆議会だよりはいつ更新されるのか◆議員紹介は改善されて良かった

議会ホームページについて

町議会ホームページはこちらから 訓子府町議会 検索

総
額
で
２
１
４
万
円

教
育
長

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
事
業
今
年
度
の
執
行
額
は

平
成
27
年
の
「
関

係
空
間
」
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
公
園
へ
の
移
設
に

始
ま
っ
た
「
パ
ブ
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
事
業
」
も
今
年
で

３
年
を
終
え
、
一
連
の
事

業
に
対
す
る
成
果
・
評
価

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
事
業
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
に
よ
り
町
民
が

芸
術
へ
の
興
味
・
関
心
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
、
人

の
感
性
や
創
造
性
を
豊
か

に
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。30

年
度
各
種
事
業

の
予
算
執
行
額
は
。

30
年
度
の
事
業

経
費
は
、
彫
刻
作
品
公
開

制
作
に
１
４
６
万
円
、
粘

土
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
13
万
円
、
武
蔵
野
美
術

大
学
の
学
生
に
よ
る
黒
板

ジ
ャ
ッ
ク
と
対
話
型
鑑
賞

会
、
訓
子
府
高
校
美
術
部

指
導
に
53
万
円
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
入
門
講
座
に
２
万
円
、

総
額
２
１
４
万
円
で
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
公
園
に
設
置
・
展
示
し

て
い
る
作
品
に
つ
い
て
の

町
民
の
評
価
・
反
応
に
つ

い
て
ど
う
感
じ
て
い
ま
す

か
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
公
園
は
町
民
を
は
じ

め
と
し
て
町
外
か
ら
来
ら

れ
る
方
の
憩
い
の
場
や
遊

び
場
な
ど
日
常
と
違
う
空

間
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
楽

し
み
方
で
利
用
さ
れ
て
お

り
、
そ
う
し
た
楽
し
み
方

を
よ
り
幅
広
く
し
て
い
く

の
が
彫
刻
の
一
つ
の
役
割

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
は
「
関
係
空

間
」
の
周
り
で
遊
ん
だ
り
、

幼
稚
園
の
遠
足
な
ど
で
は

記
念
の
集
合
写
真
を
撮
影

し
、
「
う
ん
ま
」
に
つ
い

て
は
親
子
で
作
品
に
乗
っ

た
り
、
馬
の
話
を
し
た
り

す
る
な
ど
自
然
な
形
で
彫

刻
作
品
と
触
れ
合
う
中
で

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が

公
園
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存

在
と
し
て
役
割
を
果
た
し

て
き
て
い
ま
す
。

「
う
ん
ま
」
に
つ

い
て
は
町
民
の
中
か
ら
も

あ
れ
は
「
う
ま
」
な
の
か

私
は
「
カ
バ
」
か
と
思
っ

た
な
ど
感
じ
方
に
差
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

作
品
に
つ
い
て
の
芸
術

性
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

個
々
の
作
品
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
皆

さ
ん
の
感
じ
方
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

公
式
の
発
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
私
見
と
し
て
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

「
関
係
空
間
」
に
つ
い

て
は
「
サ
イ
ロ
を
半
分
に

切
っ
た
」
で
も
構
わ
な
い

と
思
い
ま
す
。
他
の
方
は
、

あ
の
斜
め
は
ど
う
な
ん
だ

ろ
う
か
、
ス
テ
ン
レ
ス
の

壁
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か

と
か
お
互
い
に
話
し
合
い

な
が
ら
物
の
多
面
性
と
か

物
の
い
ろ
ん
な
面
を
見
て

い
た
だ
き
、
感
じ
取
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
芸
術
作

品
の
価
値
か
と
思
い
ま
す
。

　

「
う
ん
ま
」
に
つ
い
て

は
「
カ
バ
」
と
思
わ
れ
て

も
い
い
と
思
い
ま
す
。

余
湖

余
湖

余
湖

余
湖

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

余 湖 議 員

　

で
も
前
か
ら
見
た
ら
馬

に
見
え
る
。
「
馬
の
武
骨

な
荒
々
し
さ
、
開
拓
期
の

は
げ
し
い
耕
作
の
様
子
な

ど
馬
を
大
事
に
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
も
含
め
て
馬

の
作
品
を
作
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

作
品
に
は
い
ろ
ん
な
見

方
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

い
ろ
ん
な
方
が
、
あ
の
場

で
語
り
合
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
や
芸
術
を
深
く
読
み

と
る
な
ど
、
目
を
養
う
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「うんま」

「関係空間」

質問：サイロを半分に切ったように見えるが
答弁：見て感じることが芸術作品の価値

質問：後ろから見るとカバに見えるが
答弁：それでいいと思う、武骨な荒々しさが
　　　開拓期の馬の姿
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平成30年第４回定例会　賛否の公表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：賛成、×：反対※上原議員は議長のため採決に加わっていません。
※各議案の採決で、異議なく原案可決されたものは、全員賛成したものとして表記しています。

第51号

第52号

第53号

第54号

第55号

第56号

第57号

平成30年度訓子府町一般会計補正予算
【内容】高齢者ハイヤー利用サービス業務の委託料、
スポーツセンター落成記念事業費など

訓子府町スポーツセンター設置条例の全部を改正
する条例の制定
【内容】建て替えに伴い条例を全部改正

訓子府町認定こども園条例等の一部を改正する条例の制定
【内容】子ども・子育て支援法施行令の一部を改正す
る政令等の施行に伴い条例を改正

財産の取得
【内容】スポーツセンターで使用するスポーツ器具等
を購入するもの

町道路線の廃止
【内容】末広団地南３条線道路整備に伴うもの

町道路線の認定
【内容】末広団地南３条線道路整備に伴うもの

平成30年度訓子府町一般会計補正予算
【内容】語学指導助手に関する経費

議件番号 議　　　　　　件　　　　　　名

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

結
果

×

○

○

○

○

○

○

余
湖

○

○

○

○

○

○

○

川
村

○

○

○

○

○

○

○

西
森

○

×

○

○

○

○

○

堤

○

○

○

○

○

○

○

西
山

○

○

○

○

○

○

○

工
藤

○

○

○

○

○

○

○

須
河

○

○

○

○

○

○

○

河
端

○

○

○

○

○

○

○

山
田

―

―

―

―

―

―

―

上
原

議会モニターからの意見議会モニターからの意見
　５名の議会モニターから「議会だより（11月１
日発行の９月議会の199号）」と「議会ホームペー
ジ」について出された意見を紹介します。

◆認定、報告は大事なことだとは理解するが、もう少しコンパクトにしたら読みやすい◆一般質問で議員の

質問、答えを簡潔にするのは難しいのか◆質疑応答はホームページで見るなど議会だよりとホームページの

役割を分担することで議会と議員のことを知って、興味を持ってもらうことが議会だよりの役目だと思った

◆議員が一般質問を終えて返答に対してどう思ったかの感想があればいいと思う◆議会報告会について、

議員が町民の元へ足を運んで生の声を聞くような形にはできないか◆研修の内容をもっと見てみたい◆外

部研修も大事だがもっと町民の声を聞く活動も行ってほしい◆質問内容に多くの町民の声を反映してほし

い◆もう少し詳しく他のモニターの意見を見たい◆一般会計補正予算について「主な歳出」と断りながらも

書かれている金額が少ない◆国に返還した金額を企画財政課で知ったが表示の仕方に工夫が必要◆一般質

問の題字を見ても興味が沸かない◆縦文字より横文字の方が読みやすい◆免許証の自主返納は簡単な問題

ではないので議員のみんなでもっと前に進めてほしい

議会だよりについて

◆議会インターネット中継は考えているのか◆ホームページが更新されていないのでは◆議会報告会の記

事が掲載されていない◆文章途中の改行はブラウザや表示の設定により見難い場合があるので気をつけて

ほしい◆ほとんどPDFへのリンクとなっており、ある程度の内容の概略をそのままページを開いて一目で

分かるようにしては◆議会だよりはいつ更新されるのか◆議員紹介は改善されて良かった

議会ホームページについて

町議会ホームページはこちらから 訓子府町議会 検索

総
額
で
２
１
４
万
円

教
育
長

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
事
業
今
年
度
の
執
行
額
は 
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西　
山　
由
美
子

道
内
行
政
視
察
研
修
を
実
施

北
網
ブ
ロッ
ク
町
議
会
議
員
研
修
会
に
参
加

平成29年度
各会計の決算を認定

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の〝
審
査
意
見
〞

平成２９年度　各会計決算額 （単位：円）

差　引　額

224,090,985

898,762

35,100

7,265,494

0

232,290,341

34,317,179

△ 27,366,529

歳　　　出

5,331,494,027

948,867,745

81,243,176

517,408,885

182,948,878

7,061,962,711

131,923,485

86,748,566

歳　　　入

5,555,585,012

949,766,507

81,278,276

524,674,379

182,948,878

7,294,253,052

166,240,664

59,382,037

会　　　計　　名

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

下水道事業特別会計

合　　　　　　計

収益的収支

資本的収支

水道事業

会　　計

イ
ン
と
し
て
老
朽
管
の
更

新
等
、
「
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
着
実
な
推
進
を
望

む
。 

　

最
後
に
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
財
政
健
全
化

を
図
り
な
が
ら
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
向
け
た
職
員

一
人
一
人
の
努
力
は
、
十

分
に
評
価
で
き
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
よ

り
一
層
の
財
政
健
全
化
を

図
り
つ
つ
、
歳
入
・
歳
出

の
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
し
、

町
民
の
た
め
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
向
け
、
創
意
、

工
夫
と
一
層
の
努
力
を
お

願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

要
な
町
の
財
産
の
管
理
に

努
め
る
と
と
も
に
、
林
業

の
専
門
的
知
識
の
人
材
育

成
を
望
む
。

・
国
の
動
向
を
把
握
し
、

町
の
施
策
に
国
の
支
援
施

策
を
積
極
的
に
取
り
込
む

こ
と
を
望
む
。

２
．
歳
出

・
各
種
施
策
の
財
源
確
保

の
た
め
、
国
の
政
策
と
連

動
し
た
町
と
し
て
の
積
極

的
な
展
開
を
図
る
必
要
が

あ
り
、
国
の
施
策
の
情
報

収
集
に
努
め
る
こ
と
を
望

む
。

・
各
種
事
業
の
効
果
を
十

分
に
把
握
し
、
行
政
運
営

に
反
映
す
る
た
め
、
よ
り

適
正
な
予
算
執
行
に
努
め

る
こ
と
を
望
む
。

３
．
福
祉
の
予
防
事
業
な

ど
は
、
重
要
な
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

サ
ー
ビ
ス
利
用
促
進
に
向

け
た
Ｐ
Ｒ
を
望
む
。

４
．
高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー
利

用
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
路
線

バ
ス
高
齢
者
利
用
支
援
事

業
は
、
そ
の
効
果
が
認
め

ら
れ
、
今
後
も
事
業
の
継

続
を
望
む
。

５
．
民
間
提
案
型
住
宅
整

備
事
業
の
効
果
は
認
め
ら

れ
る
。
今
後
も
幅
広
い
人

口
減
少
対
策
の
検
討
を
望

む
。

６
．
水
道
事
業
で
は
厳
し

い
財
政
状
況
で
は
あ
る
も

の
の
、
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ

１
．
歳
入

・
税
や
使
用
料
等
の
徴
収

に
職
員
の
努
力
と
そ
の
成

果
が
大
い
に
見
ら
れ
、
引

き
続
き
徴
収
に
努
め
る
こ

と
を
望
む
。

・
重
複
滞
納
者
に
対
し
、

関
係
課
が
現
在
も
連
携
の

中
で
徴
収
に
あ
た
っ
て
お

り
、
個
人
情
報
な
ど
の
課

題
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
が
、
今
後
も
連
携

体
制
を
引
き
続
き
維
持
し
、

効
率
的
な
徴
収
に
努
め
る

と
と
も
に
、
滞
納
者
の
生

活
実
態
に
も
配
慮
し
た
対

応
を
望
む
。

・
町
有
林
等
の
生
産
物
売

り
払
い
に
つ
い
て
は
、
適

切
な
伐
期
を
見
極
め
、
重

　

第
３
回
定
例
会
（
平
成
30
年
９
月
11
日
）
に
お
い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委

員
長
：
須
河　

徹
）
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
29
年
度
訓
子
府
町
各
会
計
決
算
」
に
つ
い

て
は
、
同
年
11
月
５
日
か
ら
８
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
、
決
算
報
告
書
な
ど
を
審
査
し

た
結
果
、
６
会
計
の
決
算
は
い
ず
れ
も
正
当
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
て
本
会
議
で
委

員
長
報
告
が
あ
り
、
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。 
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西　
山　
由
美
子

道
内
行
政
視
察
研
修
を
実
施

北
網
ブ
ロッ
ク
町
議
会
議
員
研
修
会
に
参
加

平成29年度
各会計の決算を認定

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の〝
審
査
意
見
〞

平成２９年度　各会計決算額 （単位：円）

差　引　額

224,090,985

898,762

35,100

7,265,494

0

232,290,341

34,317,179

△ 27,366,529

歳　　　出

5,331,494,027

948,867,745

81,243,176

517,408,885

182,948,878

7,061,962,711

131,923,485

86,748,566

歳　　　入

5,555,585,012

949,766,507

81,278,276

524,674,379

182,948,878

7,294,253,052

166,240,664

59,382,037

会　　　計　　名

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

下水道事業特別会計

合　　　　　　計

収益的収支

資本的収支

水道事業

会　　計

つ
い
て
の
質
問
書
を
送
り

ま
し
た
が
、
書
面
に
て
丁

寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【
芽
室
町
を
視
察
し
て
】

　

11
月
16
日
、
議
会
改
革

の
先
頭
に
立
つ
芽
室
町
議

会
を
訪
ね
、
条
例
に
基
づ

い
た
実
践
や
課
題
解
決
を

学
ぶ
こ
と
で
今
後
の
自
分

達
の
意
識
向
上
を
目
指
し

て
選
び
ま
し
た
。

　

議
場
で
の
視
察
対
応
に

驚
き
ま
し
た
が
全
国
か
ら

毎
年
多
く
の
視
察
を
受
け

る
と
の
こ
と
、
効
率
的
な

方
法
な
の
で
し
ょ
う
。
改

革
の
流
れ
を
説
明
し
て
く

れ
た
方
２
名
と
も
１
期
目

議
員
で
「
こ
れ
が
当
た
り

前
と
思
っ
て
や
っ
て
き
た
」

と
言
い
、
新
人
議
員
育
成

の
成
果
と
感
じ
ま
し
た
。

　

議
会
活
動
の
中
の
モ
ニ

タ
ー
制
度
の
人
選
や
町
民

へ
の
議
会
報
告
会
の
マ
ン

ネ
リ
化
は
、
芽
室
町
も
同

じ
課
題
を
抱
え
て
い
た
が

そ
こ
に
留
ま
ら
ず
課
題
解

決
の
た
め
に
積
極
的
に
行

動
し
、
そ
の
間
の
議
員
や

町
民
と
の
議
論
の
積
み
重

ね
の
中
で
お
互
い
の
意
識

も
変
わ
っ
て
進
化
し
て
い

っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

広
瀬
議
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
は
当
然
で
す
が
、

１
人
の
強
い
力
で
改
革
を

進
め
た
の
で
は
な
く
、
何

の
た
め
の
議
会
か
、
誰
の

た
め
の
議
会
活
動
か
と
い

う
、
常
に
自
ら
に
問
い
か

け
原
点
・
目
的
に
戻
っ
て

議
論
し
、
言
う
だ
け
で
は

な
く
、
実
際
に
動
く
、
や

っ
て
み
て
、
評
価
・
見
直

し
を
す
る
活
動
を
通
し
て

町
民
も
理
解
や
関
心
を
示

す
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
で
全
国
で
注

目
を
集
め
て
い
る
け
れ
ど

皆
さ
ん
謙
虚
で
丁
寧
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
大

変
有
意
義
な
研
修
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

【
美
瑛
町
を
視
察
し
て
】

　

11
月
15
日
、
丘
の
町　

美
瑛
町
を
訪
ね
、
町
民
の

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
「
び
え
い
Ｋ
♡
Ｕ
（
健

幸
♡
嬉
し
い
）
宣
言
事

業
」
に
つ
い
て
研
修
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
20
歳
以
上
の

町
民
で
、
自
主
的
な
健
康

づ
く
り
の
活
動
に
対
し
、

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
20

ポ
イ
ン
ト
で
３
種
類
か
ら

選
べ
る
ク
ー
ポ
ン
と
交
換

で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　

２
年
前
か
ら
の
取
り
組

み
で
す
が
個
人
や
集
団
で

も
効
果
が
上
が
り
、
特
定

健
診
の
受
診
率
は
47
％
台
、

特
定
保
健
指
導
受
診
率
も

70
％
を
超
え
目
標
値
に
達

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
商

工
会
な
ど
と
の
連
携
や
、

無
関
心
層
へ
の
働
き
か
け

方
、
飽
き
な
い
仕
組
み
づ

く
り
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
の

詳
細
な
説
明
の
中
で
事
業

を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

３
年
で
見
直
し
し
、
次
な

る
作
戦
を
立
て
、
新
し
い

受
診
者
を
ど
う
誘
う
か
を
、

地
域
・
商
工
会
な
ど
と
協

力
し
合
っ
て
課
題
解
決
に

積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢

に
感
心
し
ま
し
た
。
町
民

も
楽
し
み
な
が
ら
事
業
に

参
加
で
き
る
雰
囲
気
づ
く

り
も
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
他
「
議
会
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
」
に

美瑛町で説明を受ける議員

芽室町で説明を受ける議員

　

10
月
18
日
、
清
里
町

生
涯
学
習
総
合
セ
ン

タ
ー
で
研
修
会
が
あ
り
、

北
網
ブ
ロ
ッ
ク
８
町
か

ら
98
名
の
議
会
議
員
・

議
会
事
務
局
職
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
９
議

員
２
職
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

「
議
会
運
営
の
諸
課

題
と
議
会
改
革
」
に
つ

い
て
道
町
村
議
会
議
長

会
の
村
川
事
務
局
長
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
の
栗
山
町

議
会
、
通
年
議
会
の
白

老
町
議
会
な
ど
の
事
例

を
挙
げ
て
議
会
の
あ
り

方
に
関
す
る
報
告
や
議

員
報
酬
、
議
員
の
な
り

手
不
足
な
ど
ど
こ
の
議

会
で
も
抱
え
て
い
る
課

題
に
つ
い
て
も
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

し
っ
か
り
町
民
の
声
を

聴
い
て
行
政
に
向
き
合

う
よ
う
議
員
の
資
質
を

高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

北網ブロック町議会議員研修会（清里町）
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あ
と
が
き

工
藤　

弘
喜

議会の主なうごき

訓子府福祉会役員との意見
交換会（総文所属議員、議長）
功労者等顕彰式（全議員）
決算審査特別委員会
老人クラブ連合会輪投げ大会
（議長）
居武士小学校学芸会（正副議
長、総文委員）
青少年研修館落成式（正副議
長、総文委員長）
先進地視察研修（美瑛町・芽
室町：９議員）
訓子府高等学校創立70周年
記念式典（全議員）
町村議会議長全国大会（東京
都：議長）
全員協議会
議会活性化特別委員会
自民党移動政調会（北見市：
議長）
新穀感謝祭祭典（正副議長、
産建委員長）
こども園発表会（正副議長、

総文委員）
商工会役員との意見交換会
（産建所属議員）
議会運営委員会
総務文教常任委員会
議会運営委員会
第４回臨時会
産業建設常任委員会

老人クラブ連合会役員との意
見交換会（総文所属議員、議長）
第４回定例会
議会広報特別委員会
議会活性化特別委員会
議会運営委員会
農業委員会委員との意見交
換会（産建所属議員）
社会教育委員との意見交換
会（総文所属議員、議長）
訓子府町社会福祉協議会理
事会（議長）
JAきたみらい役員との意見
交換会（産建所属議員）
議会広報特別委員会

議会活性化特別委員会

武部新代議士新年初顔合わせ
（北見市：議長）
訓子府消防団出初式（全議員）
中央長寿会新年会（議長）
公職者・団体代表者等新年交
礼会（全議員）
議会広報特別委員会
議会活性化特別委員会
成人式（全議員）
議会広報特別委員会
総務文教・産業建設常任委員
会所管事務調査（現地調査）
町内会連絡協議会役員との意
見交換会（全議員）
議員研修会（全議員）
総務文教常任委員会（所管事
務調査）
産業建設常任委員会（所管事
務調査）
ふれあい昼食会（議長）
自衛隊家族会訓子府地区会総
会（議長）

２日

３日
５～８日
８日

11日

13日

15～16日

17日

20～21日

22日

23日

24日

26日

28日
29日
30日

７日

11～12日
12日
13日

18日

19日

20日

21日

４日

５日
７日
８日

11日

13日
18日

19日
22日

25日

26日

11月

12月

１月

議会広報特別委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

山田日出夫

堤　三樹磨　

余湖　龍三
川村　　進
西森　信夫
西山由美子
工藤　弘喜
須河　　徹
河端　芳惠

議　　長

上原　豊茂

■
発
行　

北
海
道
訓
子
府
町
議
会　
　

■
編
集　

訓
子
府
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
０
９
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私
た
ち
の
任
期
も
残
す

と
こ
ろ
３
か
月
。

　

時
の
過
ぎ
去
る
速
さ
を

改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
忙
し
さ
に
心

を
奪
わ
れ
て
い
る
間
に
、

初
心
を
ど
こ
か
に
置
き
忘

れ
て
は
い
な
い
か
と
自
問

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

議
会
も
こ
の
間
「
議
会

基
本
条
例
」
制
定
に
向
け

て
の
議
論
の
中
で
、
な
ぜ

議
会
が
必
要
か
、
私
た
ち

の
議
会
は
ど
こ
を
目
指
す

の
か
等

「々
そ
も
そ
も
論
」

を
時
間
を
か
け
て
し
て
き

ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
議

論
が
決
し
て
無
駄
に
な
ら

な
い
よ
う
残
さ
れ
た
期
間
、

議
員
一
同
が
ん
ば
り
ま
す
。

□
11
月
28
日
（
水
）

○
第
４
回
定
例
会
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
協
議

□
11
月
30
日
（
金
）

○
第
４
回
臨
時
会
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
協
議

□
12
月
13
日
（
木
）

○
議
員
の
公
務
出
欠
の

公
開
等
に
つ
い
て
協
議

□
11
月
29
日
（
木
）

○
第
４
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
に
つ

い
て
協
議

□
１
月
18
日
（
金
）

○
所
管
事
務
調
査
（
現

地
調
査
）

□
１
月
22
日
（
火
）

○
所
管
事
務
調
査

□
11
月
30
日
（
金
）

○
第
４
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
に
つ

い
て
協
議

□
１
月
18
日
（
金
）

○
所
管
事
務
調
査
（
現

地
調
査
）

□
１
月
25
日
（
金
）

○
所
管
事
務
調
査

□
12
月
12
日
（
水
）

○
「
議
会
だ
よ
り
」
第

１
９
９
号
の
問
題
提
起
、

次
号
の
掲
載
予
定
記
事

の
確
認

□
12
月
21
日
（
金
）

○
第
４
回
定
例
会
で
の

一
般
質
問
の
原
稿
等
を

確
認

□
１
月
11
日
（
金
）
・

　
　
　
　
　

18
日
（
金
）

○
「
議
会
だ
よ
り
」
第

２
０
０
号
の
確
認

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

 




